
 
 
 
 
 
 
 
 
      

どんな力が付いたのか 
校長 小野島 晶 

 

多くの地域の皆様や保護者の皆様から大きな声援を受け、過日の運動会では、子供たち一

人一人が躍動していました。特に保護者の皆様には、ここまでお子さんの心身の健康管理に

お心配りいただいたこと、本当にありがとうございました。今年度は、天候をあまり気にす

ることなく、予定通り終えることができ、ほっとしております。 

 

さて、この運動会。特別活動の「学校行事」に位置付けられます。ここでは、 

・“日常の学校生活に秩序と変化を与える体験的な活動” 

・“学級だけでなく、全校や学年などの大きな集団で、児童が協力して行う活動” 

・“集団への所属感や連帯感を深める” 

などを大切にして行われています。 

富岸小では、これに“体育科の学習発表の場”という意義を加え、子供たちの一層の成長

を目指してきました。種目のアナウンスにあったように、短距離走など、体育の学習をとお

して育てる力を意識した種目練習をしてきたのもそのためです。 

 

 
 

とはよく言われますが、単なるイベントではなく、学習の成果を発表できる場でありたいと

考えてきました。今回の運動会では、特にそうしたことを子供たちが意識できるよう先生方

とも確認してきました。 

 

では、この運動会で、子供たちはどんな力を付けることができたのか。開会式では、上記

のことを踏まえ、子供たちに 

①一人一人が全力で取り組む姿を見せよう ②仲間と力を合わせて取り組もう 

と目指す姿を伝えました。個々の頑張りや協力して取り組む姿が多く見られ、全体としては

およそ達成できていたものと考えています。 

 一方、子供たち個々には、学年や学級での振り返りが重要です。学年や学級・自分の目標

にどれだけ迫れたか、を総括することで自身の成長実感につながります。そうでなければ、

運動会はただのイベントで終わってしまいます。 

 ここで付けた力や実感を、今後の学校生活にどう生かすか。それは子供たち次第です。願

わくは、成長を糧に、一層前向きで主体的に活動する姿を見たい！と期待は高まります。 

※運動会への様々なご意見、ありがとうございました。よりよいあり方、改善に向け努力してまいります。 

学校の教育目標 

○思いやりのある子 

○深く考える子 

○からだを鍛える子 とんけし 
富岸小学校 学校だより №４ 令和６年６月２５日 

ホームページ http://www.noboribetsu.ed.jp/~tn_info/ 

“行事は子供を成長させる” 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

７月の行事 
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※夏休み期間中、学校内の水道管を入れ替える
工事を行います。また、２９日は断水となり
ます。ご迷惑をおかけします。 

  
 

  

  
 

     

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

 


